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図 ⑵　高流速オープン形吸込水槽（渦流防止板付） ⑵　高流速オープン形吸込水槽（渦流防止板付）
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表-14.5 表―14.5　鉄筋の許容応力σsa（Ｎ／mm2）

鉄筋の種類
応力、部材の種類 SR235 SD295A

SD295B SD345注1） 備　　考

引
張
り
応
力

荷重の組合せに
衝突荷重あるい
は地震の影響を
含まない場合

一部の部材 137 176 196

水中あるいは地下水位
以下に設ける部材 137 157 176注2）

荷重の組合せに衝突荷重あるいは地震の
影響を含む場合の許容応力の基本値 137 176 196 割増し係数は

表-16.6参照
鉄筋の重ね継手長あるいは定着長を算出
する場合 137 176 196

床版など自動車の輪荷重の影響を強く受
ける場合 137 137 137

圧　縮　応　力 137 176 196
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4 行目

・�吸込水槽の渦に対しては、過流防止装置、整流板等を取付けたり、吸込ベルの
没水深を増やす。

・�吸込水槽の渦に対しては、渦流防止装置、整流板等を取付けたり、吸込ベルの
没水深を増やす。
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